
第 17号
平成27年7月 17日 (金 )

発  4仔  (公社)笠間市シルバー人材センター
編  集  広報部会
住  所  笠間市石井 717番地
電 記:番号  0296-73-0373

平成 27年度運営状況
(平成27年 6月 30日 現在)

正会員数  319名   男性  225名
女性   94名

就 業 率 79.3%
受注件数  1, 056件
受注金額  43,789,002円
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

「基
本
理
念

自
主

。

。
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
も
の
と
し

て
考
え
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
力
で
育
て

ま
す
。

自
立

・
・

共
働

・
・
。
私
達
は
い
つ
も
一
緒
に
働
き
ま

す
。　
　
・

共
晰
７

・
。
私
達
は
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
。

除草剤散布

1‐

撃F

草刈作業

プレミアム商品券

アンケー ト用紙配布

障子貼 り替え

リサイクル (パ ソコン清掃)



ず
｀

ゝ

撲

拶
盤
キ
晨
　
ｘ
浮
　
逍
多

梅
雨
の
季
節
で
す
が
、
皆
様
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

会
員
、
役
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
六
月
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
再
度
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
の
私
で
す
が
、
職
責
の
重
さ
を
改

め
て
自
覚
し
、
シ
ル
バ
ー
で
の
事
業
運
営
発
展
の
た
め
、
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
、
三
年
が
経
過
し
、
そ
の
果
た
す
べ

き
役
割
に
対
す
る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
公
益
法
人
と
し
て
真

に
地
域
社
会
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
団
体
と
な
る
た
め
に
は
、
公

益
性
の
あ
る
事
業
展
開
を
念
頭
に
、
更
な
る
組
織
体
制
の
強
化
の
基

に
、
高
齢
者
の
有
す
る
知
識

・
技
能

。
経
験
等
を
充
分
に
活
用
し
、

課
題
や
問
題
点
を
把
握
分
析
し
、
そ
の
実
態
を
明
確
に
認
識
し
て
共

有
し
、
会
員
拡
大
や
就
業
拡
大
、
安
全
適
正
就
業
推
進
等
を
積
極
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
関
係
機
関
等
の
ご
指
導
、
ご
助
言
を

得
な
が
ら
、
会
員
、
役
職
員
が

一
体
と
な
り
、
全
員
で
シ
ル
バ
ー
の

基
本
理
念
の
基
に
、
地
域
社
会
に

一
層
貢
献
で
き
る
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
更
な
る
事
業
の
発
展
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
安
全

・
適
正
就
業
及
び
健
康
管
理
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
、
拡
充
を
図
る
う
え
で
、
全
て
に
優
先

す
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。
平
素
か
ら
健
康
に
は
充
分
留
意
さ
れ
、
就

業
に
あ
た
つ
て
は
、
事
故
防
止
と
安
全
確
保
に
配
慮
し
、
会
員
同
士

が
互
い
に
助
け
合
い
、
仕
事
を
仲
間
と
分
か
ち
合
っ
て
仲
良
く
活
動

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
喜
ば
れ
、
信
頼
を
得
て
魅
力
あ
る

セ
ン
タ
ー
作
り
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
活
躍
の
場
を
少
し
で
も
広
げ

て
い
け
ま
す
よ
う
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

定
時
総
会
報
告

日
　
時
　
平
成
二
十
七
年
六
月
五
日

（金
）

午
後

一
時
二
十
分
～
午
後
三
時
二
〇
分

△
ム
　
場
　
笠
問
公
民
館

会
員
数
　
総
数
三
二
五
名

出
席
者
　
一
一四
七
名

（出
席

一
〇

一

来
　
賓
　
山
口
伸
樹
市
長

議
　
長
　
入
江
　
通
弘

議
事
録
署
名
人
　
入
江

（総
会
当
日
現
在
）

名
　
委
任
状

一
四
六
名
）

・
野
口
園
市
議
会
副
議
長

通
弘

・
加
藤
　
善
治

報
告
事
項

報
告
第

一
号
　
平
成
二
十
六
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
二
号
　
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第
二
号
　
平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
四
号
　
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

決
議
事
項

議
案
第

一
号
　
平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に

つ
い
て

監
査
報
告

議
案
第
二
号
　
理
事

一
二
名
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
二
号
　
監
事
二
名
の
選
任
に
つ
い
て

慎
重
審
議
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
「



総
会
に
お
い
て
、
理
事
の
重
任
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、

部
会
並
び
に
安
全

・
適
正
就
業
委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
部
会
　
　
　
　
　
　
安
全

・
適
正
就
業
委
員
会

事
務
局

部
会
員

副
部
会
長

部
会
長

菅
井
　
浩
美

斎
藤
　
正
澄

高
橋
　
征
男

磯

　

護

事
業
部
会

広
報
部
会

安全第一
SAFETY FiRST

事
務
局

事
務
局

事
務
局

△
ム
　
　
呂
只

△
ム
　
　
ロロ
（

△
ム
　
　
ロロ
（

△
ム
　
　
ロロ
（

△
ム
　
　
ロロ
（

△
ム
　
　
ロ目
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理
　
事

理
　

事

副
委
員
長

理
　
事

委
員
長

理
　
事

岡
野
　
千
春

神
野
　
悟
司

塩
畑
　
太
市

小
林
　
耕
三

渡
邊
　
悼
也

小
松
崎
　
健

後
藤
　
弘

一

山

口
　
道
夫

増
井
　
武
男

伊
勢
山
勝
利

稲
見
　
栄
治

深
田
　
圭我
弘

安
見
　
平
右

去
る
六
月
二
十
九
日
、
第

一
回
安
全

・
適
正

就
業
委
員
会
が
開
か
れ
、
事
故
防
止
対
策
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

就
業
時
は
、
通
気
性
の
良
い
服
装
や
、
こ

ま
め
な
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
体

調
が
悪
く
な
つ
た
ら
無
理
を
せ
ず
木
陰
等
で

休
息
を
取
り
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
と
き
は
、

病
院
で
手
当
を
受
け
て
下
さ
い
。

二
、
蜂
刺
さ
れ
防
止
対
策
に
つ
い
て

七
月
か
ら
十
月
の
間
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が

特
に
活
発
に
活
動
す
る
時
期
で
用
心
が
必
要

で
す
。
就
業
場
所
に
蜂
の
飛
ぶ
様
子
が
見
受

け
ら
れ
る
時
は
、
近
く
に
巣
が
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
を
し
て
下

さ
い
。
事
務
局
に
は
、
蜂
専
用
の
殺
虫
剤
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
申

し
出
て
下
さ
い
。

三
、
混
合
油
の
携
行
缶
に
つ
い
て

刈
払
機
等
で
使
用
す
る
混
合
油
を
入
れ
て

持
ち
運
び
を
す
る
際
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使

用
し
て
い
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
が
、
消
防

法
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
金
属
製

の
携
行
缶
を
使
用
す
る
事
と
し
ま
す
の
で
徹

底
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

事
務
局

部
会
員

部
会
員

副
部
会
長

部
会
長

岡
野
　
千
春

稲
見
　
栄
治

伊
勢
山
勝
利

深
田
　
土
我
弘

安
見
　
平
右

事
務
局

部
会
員

部
会
員

部
会
長

船
橋
ひ
ろ
み

小
野
　
勝
夫

加
藤
　
善
治

大
木
征
四
郎

慣
れ
る
ほ
ど
無
理
な
作
業
に
増
す
危
険

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
と
事
務
局
の
間
に
は
、
一雇
用
関
係
が

結
ば
れ
て
い
な
い
た
め

「シ
ル
バ
ー
保

険
」
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
、
全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
会
員
に
よ

る
重
篤
事
故
が
多
発
し
、
保
険
会
社
か

ら
保
険
料
の
値
上
げ
あ
る
い
は
契
約
更

新
の
辞
退
と
い
っ
た
事
例
が
散
見
さ
れ

始
め
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
例
外
で

は
な
く
今
年
度
の
契
約
更
新
時
に
、
保

険
料
の
値
上
げ
と
い
う
事
態
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
も
安
全
就
業
に
は

十
三
分
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

事
故
が
無
く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
傷
害
保
険
、
賠

償
責
任
保
険
共
に
、
事
故
の
際
全
額
保

険
に
よ
る
補
償
で
あ
っ
た
も
の
を
、
賠

償
責
任
保
険
の
免
責
額

一
万
円
ま
で
を
、

事
故
を
起
こ
し
た
会
員
負
担
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
気

を
付
け
て
就
業
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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友
部
地
区
　
森
　
英
三

今
年
四
月
に
入
会
し
ま
し

た
。初
仕
事
は
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
作
業
。
顧
客
の
お
母
様
が
同
人
誌
に
投
稿
し

た
短
歌
を

一
冊
の
本
に
す
る
と
い
う
大
変
有
意

義
な
仕
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

五
月
末
で
三
十
二
年
間
勤
め
て
い
た
会
社
を
定

年
退
職
し
た
後
、
初
め
て
得
た
収
入
に
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

五
月
か
ら
は
、
庭
木
の
剪
定
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
経
験
で
、
戸
惑
う
ば
か
り
で

す
。

「鋏
の
音
が
聞
こ
え
な
い
！
」

「掃
除
は

庭
の
奥
か
ら
す
る
ん
だ
！
」
、
鋏
や
三
脚
の
使

い
方
、
作
業
の
合
理
的
な
進
め
方
な
ど
、
な
る

ほ
ど
と
思
う
指
導
を
日
々
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

六
月
に
は
三
十
度
を
超
え
る
猛
暑
が
あ
り
、　
ヘ

ル
メ
ッ
ト
か
ら
だ
ら
だ
ら
流
れ
落
ち
る
汗
、
朦

朧
と
す
る
意
識
。
辛
い
。
鋏
が
止
ま
る
。

し
か
し
、
帰
宅
後
ご
く
ご
く

「プ

ハ
～
」
と

音
を
立
て
飲
む
ビ
ー
ル
の
爽
快
さ
を
味
わ
う
の

は
何
十
年
ぶ
り
で
し
よ
う
か
。

班
長
、
先
輩
に
は
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

緒に働くなかまを

一一
　

笠
間
地
区
　
森
　
と
し
子

‐
　

私
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月

一　
三
十
日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
ま
し
た
。
初
仕
事
は
、

運
動
公
園
の
中
に
あ
る
野
球
場
の
清
掃
の
仕
事
で

し
た
。
女
の
人
が
二
人
、
男
の
人
が
二
人
計
六
人

で
清
掃
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
先
輩
の
方
々
は
、

親
切
で
楽
し
く
仕
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
草
取
班
に
入
り
ま
し
た
。
少
し
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
ヽ
班
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
皆
親

切
で
色
々
と
教
え
て
頂
き
、
仲
良
く
仕
事
に
ガ
ン

バ
っ
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

軽ヽ作
品
か
梵

籠
鉄
吐
は

ンタ．麟
崚
御

バ
壮
難
・ヶ
耐
ケ
ま

△

ご紹

ル
刈
繁

１
い

シ
ン
草

ヽ
に
ざ

に

し
様
ご

嫌細鞭梓腕そこで、現会員さんのお知 り合いなど
でシルバーに興味がある方がいらっしゃ
いましたら、

是非入会を勧めてください。

シルバーって何 ?
どんな仕事をしているところなの ?
どんな人が働いているの ?

仕事の内容によっていくらぐらいもら
えるの ?
1日働 くのは自信が ,ないかな・ ・ ・

など、どんな質問にもお答えします。
また、就業時間等のご相談にも応 じます。
まずは、すでに登録されている会員さん
が一緒にシルバーの扉をたたいて下さい。

曖

健康に感謝し、
社会に貢献できる
喜びを共に
わかちあいま
しょう !!

ください ノノ介

¨

編

集

後

記

笠
問
市
も
合
併
後
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
、

様
々
な
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
の
波
も
じ
わ
じ
わ
と
迫
っ
て
き
て
、
学
校

の
統
廃
合
な
ど
の
影
響
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

若
者
は
進
学
と
就
職
で
転
出
し
て
戻
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
。　
一
方
、
六
十
五
歳
以

上
の
い
わ
ゆ
る

「高
齢
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
方
々

は
、
昔
か
ら
比
べ
て
十
歳
位
若
く
な
つ
て
お
り
、

働
き
盛
り
で
あ
る
と
の
統
計
も
あ
り
ま
す
。

健
康
と
体
調
に
留
意
し
て

「シ
ル
バ
ー
人
材
」

の
特
性
を
活
か
し
て
お
客
様
の
要
望
に
応
え
て
い

け
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張
り
ま
し
よ

，つノ。

広
報
部
会
　
　
大
木
　
征
四
郎

―  
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ノ


